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Ⅰ．目的と構成

　長面浦は北上川の河口に形成された面積

130ha ほどのラグーン性の小さな内海で，養殖

カキのほか，宮城県の正月料理のだしに欠かせ

ない「焼きハゼ」の産地として知られてきた。

その生業を営む人々が暮らしてきたのが，沿岸

の２つの集落，長面と尾崎であった。しかし

2011年3. 11の大津波で両集落ともすべて全壊

指定をうけ，住民は約15km 離れた仮設住宅に

移ることを余儀なくされた。一帯は災害危険地

域となって居住禁止となり，それを契機に漁業

者も激減した。長面浦の漁場利用や漁家経営に

ついては先行研究がほとんど見出せず★１，『河

北町誌』にも記述はなく，地元紙「河北新報」

の数少ない報道記事で生業の一端が垣間見られ

る程度である。

　そこで本研究では，長面浦の漁場環境と人

口・生業構造に関する諸統計（Ⅱ章）や新聞記

事等の既存情報を可能な限り整理して（Ⅲ章）

その基本的特徴と震災前後の変化の要点，キー

人物を把握する。そしてそれらの知見をふま

え，現地の漁協支所と基幹漁家への訪問調査に

よって，長面浦漁民の漁場利用，および漁業・

養殖生産と漁家経営の特徴をより具体的に明ら

かにし（Ⅳ章），多岐にわたる生業形態の意味

について整理する（Ⅴ章）。そして最後に（Ⅵ

章），漁業者が激減する中での長面浦漁民の持

続可能性について，少数精鋭の漁家による多様

な環境利用の継承と長面浦ブランドの確立を柱

とする将来像について考察することを目的とする。

Ⅱ．地図・統計にみる長面地区

１．地図と空中写真にみる長面浦

　１）立地

　長面浦は北上川河口の南，旧河北町中心部の

飯野川と三陸自動車道河北ＩＣから約15km，

石巻の中心部からは約25km の場所にある。浦

の北端に外洋の追波湾につながる細い水路があ

り，その水路とつながる浦の北端に住居が集ま

図１　長面浦の周辺（上）と沿岸集落（下）

＜地域調査報告＞

長面浦の漁場利用と漁家経営の復興

　　少数精鋭漁村への展望　　

高野岳彦・中里明季＊

 
＊東北学院大学教養学部地域構想学科・同2018年卒業生

東北文化研究所紀要　第50号　2018年12月 45



長面浦の漁場利用と漁家経営の復興　　少数精鋭漁村への展望　　

り，西側が長面，東側が尾崎という地名が付さ

れている（図１）。尾崎は「おのさき」と呼称

する。水路の北方の浜堤部には砂地の開発を表

す「須賀」の地名がみえる。浦北端の橋のたも

とと浦内の埋立地状の土地は塩田跡である。

　浦の周囲は，長面集落の部分を除いてリアス

海岸の岬をなす山林に囲まれ，人為的改変が少

ない環境にある。浦の北西側に浦と同じくらい

の面積の水田が広がっている。集落部分を拡大

してみると，長面，尾崎ともに寺卍と神社 の

記号が見え，２つは別々の集落社会を形成して

きたのだろうと類推できる。

　２）震災前後の長面浦の変化

　震災前の長面浦の様子をみると，養殖施設が

南側に集まり，その数100台ほどを数える（写

真１）。施設の規格は23～28mほどで（写真２），

これは万石浦の54m や牡鹿半島の100m よりか

なり短い。形状も延縄式ではなく「筏」の形式

である。

　2011年3. 11の 大 震 災 で は 一 帯 を 大 津 波 が

襲った。国土地理院の空中写真（写真３）でそ

の直後の様子をみると，集落と農地は広範に浸

水し，河口南の浜堤が削られ，浦と外洋をつな

ぐ水路が大きく広がったことがわかる。

　また浦の部分を拡大してみると（写真４），

長面集落の家々は水没・破壊し，浦の東岸に瓦

礫が漂着し，養殖筏の北半分がからみあって瓦

礫と化した状況が分かる。他方で，最奥部の筏

30台ほどが元の形状を留めていることも読み取

れる。

写真１　震災前（Google Earth 2007. 05. 08）

写真２　筏の大きさ（Google Earth 2009. 11. 04）

写真３　大津波後の追波川河口（東西7.6km）

（国土地理院　2011. 03. 19）

写真４　震災後（Google Earth 2011. 03. 14）
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２．人口・世帯の変化

　１）長面・尾崎集落

　長面・尾崎両集落の震災前（2010年）の人

口・世帯数は国勢調査小地域統計によって把握

でき，長面（須賀を含む）は137世帯，人口506，

尾崎では52世帯，178人であった。年齢構成を

みると（図２），いずれも50～70代が多いが，

40歳代とその子世代も一定程度みられ，年少人

口率は両集落とも10％ほどになる。65歳以上人

口率を計算すると長面が31.8％，尾崎が37.6％

となる。すなわち，長面・尾崎は幹線道路から

はずれた袋小路の立地にあるとはいっても石巻

の通勤圏内にもあり，奥地山村の限界集落のよ

うな状況ではなく，後述のように特に長面集落

では通勤雇用者も多かったことが，このような

年齢構成に表れていると考えられる。

　一方で震災後は両集落とも居住禁止になり，

2015国勢調査の人口・世帯数は０となった。住

民の多くは河北ＩＣ近くの仮設団地に移転し，

漁業者は長面浦まで15km ほどの距離を通う。

その隣接地に復興住宅団地が造成されて2017年

10月から第一期の入居が始まっている。

　２）旧河北町の人口・世帯

　長面・尾崎は震災後は無住地となったため，

その後の推移を統計で把握することはできな

い。長面・尾崎と西に2km 離れた釜谷集落と

もに旧河北町内では最も破壊的な被害を受けて

居住禁止となったため，その被災者の動きは旧

河北町全体の人口・世帯の状況にも反映してい

ると考えられる。そこで旧河北町全体の台帳人

口・世帯数の推移をみてみると（図３），人口

は震災の2011年を境に減少する一方であった

が，世帯数は増加している。これは，複数世代

の家族が，元の住宅から小規模な仮設住宅に

移って家族がバラバラになったためであろうか。

　また，2015年の住民台帳（９月30日）と国勢

調査（10月１日）の数値を比べると（表１），

台帳の世帯数のほうが226世帯も多い。これは

住民登録を残したまま転出している家族が多い

ことを物語る。

表１　住民台帳と国勢調査（2015，旧河北町）

人　口 世　帯

住民基本台帳 11,174 3,845

国 税 調 査 11,097 3,619

３．漁業の生産構造

　本節では長面・尾崎の漁業生産の基本的特徴

を漁業センサスにより確かめたい。漁業センサ

スの集計地区は両集落をあわせた「河北漁業地

区」であり，北上川の河川漁業は内水面漁業で

海面漁業に含まれないため，この数値は長面・

尾崎漁民による長面浦と追波湾地先の漁業・養

殖業が対象になっているとみてよい。なお，漁

業センサスの調査実施日は11月１日である。

　１）漁業経営の基本的構成

　まず漁業経営体数とをみると（表２），2000

年代以降急減して，震災前の2008年センサスで

は25に，震災後2013年は17に減った。また2003

年以降はすべて個人経営体＝漁家である。

図２　2010年国勢調査による人口ピラミッド

図３　旧河北町の住民台帳人口と世帯数の推移
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表２　階層別漁業経営体数の推移

1993 1998 2003 2008 2013

漁業経営体数 44 45 29 25 17

うち個人経営体 41 41 29 25 17

漁

船

使

用

船外機付漁船 － － － 3 6

動
力
漁
船
使
用

１ｔ未満 2 1

１～３ｔ 5 4 3 2

３～５ｔ 4 4 3 4

５～10ｔ

10～20ｔ 1 1

小型定置網 3 2

かき類養殖 31 32 22 16 11

　階層構成では，漁船漁業を主とする経営体は

１～５トンの零細経営で，他にカキ養殖を主と

する漁家が多かった。震災後は，漁船漁業主業

層は船外機のみの６経営体に，カキ養殖主業も

11経営体に減った。

　次に「営んだ」および「主とする」漁業種類

別経営体数をみると（表３），主業で行われて

きたのは「刺し網」と「カキ養殖」で，その構

造は震災後も基本的に変わっていない。変わっ

たのはやはり経営体数の減少であり，震災後の

2013年には「刺し網」が主業６，副業２，「カ

キ養殖」が主業11，副業３に減った。つまり17

ある漁業経営体は，刺し網主業とカキ養殖主業

の漁家に大別されることになる。

　また，小型定置網と採貝 ･ 採藻が2008年に消

滅状態になる一方で，「他の網漁業」が１経営

体，「その他の漁業」が５経営体で震災後にお

いても副業として営まれている。

　２）販売金額と兼業種類

　販売金額別経営体数をみると（表４），2008

年では100～300万円層が最多の10経営体，1,000

万円以上も２経営体あった。しかし震災後の

2013年では1,000万円層が０になり，100～300

万円層が５，100万円未満が過半の９経営体と

なった。収益率５割とすると漁業だけで生計が

たてるには500万円以上は必要とみられるため，

多くは兼業が必要な状況にあるといえる。

　兼業経営体の兼業の種類をみると（表５），

2008年には「その他の自営業」が多くを占め，

その多くは自家農業とみられる。他に「勤め」

を兼業する漁家も多かった。一方，震災後の

表３　主なおよび営んだ漁業種類別経営体数

「営」：営んだ漁業，「主」：主な漁業

1993 1998 2003 2008 2013

営 主 営 主 営 主 営 主 営 主

実経営体数 44 45 29 25 17

沖底１そう引 1 1 －

船曳き網 1 1 －

刺し網 7 7 9 8 12 － 12 8 8 6

小型定置網 4 3 2 2 2 －

他の網漁業 1 － 1

釣 り 1 1 －

採貝・採藻 10 1 10 － 1

その他の漁業 2 2 2 1 7 － 6 1 5

かき類養殖 32 31 34 32 23 22 19 16 14 11

※2003年センサスには「主とする経緯種目」の項目なし。

表５　営んだ兼業種類別経営体

2008 2013

兼業

主

兼業

従

兼業

主

兼業

従

兼業経営体数 11 13 7 4

自 

営 

業

水産加工業

民宿 1

遊漁船業 1

その他 8 10 2 1

勤　め 5 7 6

漁業雇われ 1 2

漁業以外に雇われ 2 2 6 3

表４　販売金額別漁業経営体数の推移

1993 1998 2003 2008 2013

計 44 45 29 25 17 

1,000～2,000 1 2 

500～1,000 8 3 3 1 2 

300～500 － － － 4 1 

100～300 － － － 10 5 

200～500 8 8 10 － －

100～200 15 18 12 － －

 50～100 10 12 3 
 8 9 

50万円未満 3 3 1 

経営体平均（万円） 220 187 216 － －
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2013年では，農地が復旧工事中であったために

「その他の自営業」は大幅に減り，「漁業以外

の雇われ」が増えた。これは同時進行していた

水没農地をはじめとする震災復旧工事への従事

をうかがわせる。

　３）漁業就業者の年齢構造

　最後に，漁業就業者の年齢構成の推移を確認

すると（図４），調査ごとに若者が減って高齢

層にシフトしてきたことが分かり，その傾向

は，震災後の2013年にはさらに加速して60～70

代が大半となった。

４．農業の生産構造

　農業についても、農業センサスの基本項目で

生産構造の概要だけみておきたい。農業センサ

ス農業集落統計では，長面と尾崎は別に表され

ており，最新の2015年センサスでは両集落とも

農家数，土地持ち非農家数いずれも0である。

ここでは2010年センサスの数値で，震災前の状

況を検討する。

　まず戸数をみると（表６），集落の総戸数の

うち農家★２は半数程度であり，土地持ち非農

家★３も相当数おり，農家規定以下もあわせて

農地を保有している戸数は，長面集落で77％，

尾崎集落で73％になる。統計上の17戸の漁家が

農地も保有しているかどうかはヒアリングで確

かめないと分からないが，少なくとも集落とし

ては，農漁業の両方を生業基盤する半農半漁で

としていたものであったことが分かる。経営耕

地面積（表７）も平均1.4ha と，家計補助的な

意味のある規模といえる。

表６　農家数，総戸数，土地持ち非農家数（2010）

長面 尾崎

総農家数 71 24

販売農家数 52 22

非農家数 66 28

土地持非農家 35 14

総戸数 137 52

※総戸数は国勢調査による。

表７　経営面積別販売農家数（2010）

長面 尾崎

 5.0～10.0 2

3.0～5.0 4 1

2.0～3.0 4 3

1.0～2.0 12 11

0.5～1.0 22 6

  0.3～0.5ha 7 1

0.3ha未満 1

販売農家数 52 22

１戸平均 ha 1.41 1.42

　一方で営農形態では「稲作単一経営」が大半

で，集約的な農業経営は少い（表８）。それは

専業兼業別農家数にも反映して（表９），男子

生産年齢のいる専業農家は，長面３，尾崎１に

すぎず，第二種兼業が大半を占める。

　水稲作の作業委託状況をみると，田植を委託

する販売農家は長面12，尾崎３戸，稲刈と乾燥

の委託は長面27戸，尾崎９戸であった。

表８　営農形態別販売農家数（2010）

長面 尾崎

稲作単一経営 45 18

肉内単一経営 2

養鶏単一経営 2

準単一・稲作１位

　２位が野菜 1

　２位が肉牛 2

準単一・養鶏１位 1

不詳 3

販売農家計 52 22

図４　年齢別漁業就業者数の推移
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表９　専兼業別販売農家数（2010）

長面 尾崎

専業農家 12 4

　男子生産年齢人口あり 3 1

　女子生産年齢人口あり 5

第一種兼業農家 5

第二種兼業農家 35 15

　計（販売農家） 52 22

　また，農業従事を主とする「農業就業人口」

は，長面65，尾の崎19で，販売農家１戸あたり

１人という割合になるが，年齢は50代前半と65

歳以上で大半を占める（図５）。

表10　兼業種類別従事者数（2005）

長　面 尾　崎

男 女 男 女

計 96 68 32 27

主に恒常的勤務 66 48 16 14

主に出稼ぎ 2

主に日雇・臨時雇 14 11 4 3

自営兼業 18 11 15 10

　最後に，兼業の種類については，2010年セン

サスでは集落単位では表されなくなったので

2005年の数値でみておくと（表10），長面は「恒

常的勤務」が男女とも７割を占めるが，尾崎で

は半分である。一方で，尾崎では「自営業」の

割合が高い。この「自営業」に自家漁業が含ま

れるとみられる。

Ⅲ．河北新報の記事にみる長面浦

１．震災前

　長面浦に関する記事は，特に震災前は少ない

が，いくつかの記事で浦の漁業・養殖業の様子

が漁業者へのインタビューによって描かれてい

る。以下，震災前と後に分けて，記事から分か

る内容を整理する。

　長面浦に関する記事は多くなく，1991年８月

以降が検索可能な河北ＫＤ検索サイトに「長面

浦」と入力して最初に現れる記事は1996年２月

の，河北町が「長面シーサイドリゾート構想事

業化の方向」というものであった。この事業に

関する記事はその後検索されない。以後，漁

業・養殖業や浦の環境にかかわる記事を，登場

人物に注目して整理すると表11のようになる。

表11　震災前の記事と人物

掲載 氏名 齢 集落 紹 介 内 容

1996. ５ ＫＣ 松原 旅館経営。ハマナス再生。

1999. ４ ＫＫ
環境保護団体「クリーン白馬会」
代表

1999. ８ ＴＨ 78 長面
旧漁協組合長。1967，干拓計画
反対運動を主導，議会で計画撤
回を勝ち取る。

1999. ８ ＫＴ 尾崎
漁業研究会長，ホシガレイ稚魚
放流

1999. ８ ＳＴ 55 長面
女漁師。父ＳＯに漁を学ぶ。刺し
網，うなぎ籠，９月中旬にハゼ解
禁。夫が石巻市場に運搬。

1999. ８ ＫＹ 71 長面 藻エビ名人

1999. ８ SKn 60 尾崎
旧漁協組合長，養殖漁家。浦と
カキ養殖の歴史を語る。

1999. ８ SKk 55 尾崎
SKn夫人。民宿「のんびり村」
を経営。

1999. ８ ＫＳ 73 尾崎
河北地区文化財保護委員。塩田
の歴史，鎌倉時代の板碑を調査。

1999. ８ ＳＩ 52 長面

長面伝承太鼓団体「胴友倶楽
部」の代表。1987年に地元契約
講が復活させた「長面太鼓の
会」を継承。

1999. 12 ＳＯ 77
夫婦で焼きハゼづくり。女漁師
ＳＴの親。

2002. 10 ＫＣ 65 松原 ホテル経営。有機肥料で野菜栽培

2005. ６ ＯＳ 55 尾崎
追波湾で刺し網漁。長面浦は多
くの魚の産卵場「揺りかご」と
語る。

図５　年齢別農業就業人口（2010）
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　1999年８月の記事数が多いのは，長面浦の生

業や文化が「恵みの潟」と題して７回にわたっ

て連載されたためで，これによって長面浦のそ

の集落の歴史，生活，文化，そして主な人物が

把握できる。それらの内容の要点は次のように

整理できる。

　１）カキ養殖の歴史

　長面浦でカキ養殖が始まったのは昭和8年で，

当時，長面浦で干拓計画★４があり，それを阻

止するため漁業実績を少しでも上げようと養殖

が始まった。当時の万石浦の養殖方法を真似て

稚貝を付けた木杭を海に刺してみたところ，数

か月で立派なカキに育ち，漁業関係者が驚いた

という。現在の筏につるす「垂下式」★５になっ

たのは昭和10年ごろで，それまでは杭が刺せる

水深２mほどの浅瀬でしか養殖ができなかった

が，筏を使うようになって生産量が飛躍的に伸

びた。

　２）漁場環境と漁業資源

　長面浦は栄養分が豊富な場所であるので，カ

キ以外にも多くの魚介類が捕獲できる。なかで

もホシガレイは漁獲量が少ないため高級魚であ

り，1999年当時は１kg あたり１万円前後で取

引されることがあった。

　長面浦は河口の砂州と砂嘴が発達してできた

入り江で，山からの沢水が流れ込むことで栄養

が豊かになり，ヒラメ，カレイ，ハゼ，クロダ

イ，エビなど多様な魚介類の稚魚が集まること

で，水産生物の「ゆりかご」と呼ばれる。

　2003年５月に高級魚ホシガレイの生態を詳し

くつかむため，宮城県栽培漁業センターなどが

長面浦に稚魚，約12万7,000匹を放流した。

　３）のんびり村

　「のんびり村」は1993年にオープンした漁家

民宿・レストランで，食事を楽しんだり海の仕

事を体験できる。代表者は SKk さん。オープ

ンの約15年前に養殖カキを宅配便で販売した消

費者から手紙をもらったことがきっかけとい

う。Skk さんは，2008年に「農林漁家民宿おか

あさん百選」に認定され，2009年には東北農政

局長賞を受賞している。

　４）北上川の濁流被害

　表11には入れていないが，2004年11月，北上

川から流れ出た濁流が流入して養殖カキが全滅

するという被害が発生した。新旧北上川の水門

調整が原因とみられ，その調査・補償・対策の

記事が翌年にかけて続いている。北上川は養分

の恩恵を長面浦にもたらすだけでなく，時とし

て被害ももたらすという環境バランスの上に浦

があることが知れる。なおこの被害を伝える

2004年11月13日の記事に，長面浦には116台の

カキ棚があり，毎年35～40トン，5,000万円の

収穫があると記されている。

２．震災後

　震災後は，震災前よりも記事の数が大幅に増

えて，被害と復旧の流れをある程度把握するこ

とができる。その主なものを示したのが表12で

ある。長面・尾崎では約100名の死者・行方不

明者が出て，全戸全壊指定となった。橋が落下

した尾崎には６月中旬まで入れず，一帯が地盤

沈下で浸水したまま放置されて，重機が入った

のは2012年９月のことであった。

　震災後の記事のうち，農漁業および集落行事

の復旧経過は以下のように整理できる。

　１）カキ養殖

　カキ処理場は津波で全壊し、港も破壊した

が，カキ筏は３分の１ほど残り，漁師仲間で瓦

礫を撤去した後の2011年11月にカキ養殖を再開

して12月には殻付きで出荷をすることができた。

　2014年には県漁協が殻付きカキのネット取引

のモデル事業を始め，「長面浦牡蠣」も宮城の

ブランドカキに指定され，東京に臨時開設した

カキ小屋でも提供された。同年10月，浦のほと

りに番屋，12月にはカキ処理施設が再建されて

カキむきが再開した。2015年には，交流施設と

して番屋内に「はまなすカフェ」がオープンし

た。番屋の管理組織として「長面浦海人」が組

織され，カフェの運営にもあたっている。また

長面漁港は，県が早期復旧を図る「沿岸拠点漁

港」に指定された。
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表12　震災被害と復旧に関する記事

掲載年月 報　道　内　容

2011. ７
尾崎にわたる橋が落下して６月中旬まで入

れず。

2011. ９ 長面・尾崎あわせて死亡78人，不明38人

2011. 11

Skn さん，漁師仲間と浦の瓦礫を撤去。カ

キ筏は３分の１が残り，12月上旬に出荷再

開見込み。

処理場が流されたので，殻付き出荷。

2011. 12 優先復旧される沿岸拠点漁港に指定

2011. 12
ＳＴさん，焼きハゼ復活。スローフード宮

城の支援

2012. ５ 渋谷区のバーで長面浦カキを提供

2012. ７
八雲神社（長面）の例祭で，神輿の海上渡

御。漁業再開，不明者の発見を願う

2012. ９
重機が入れるようになり，長面の全151戸，

尾崎59戸の一部を取り壊し作業

2013. 12
焼きハゼ高騰，震災前の倍近い１連15,000

円

2014. ４
栽培漁業推進協議会，ホシガレイ稚魚１万

匹を長面浦に放流

2014. ６ 長面の被災水田６haで試験作付け

2014. ５ ＯＳ家に新造船「龍神丸」進水

2014. 10 県漁協，番屋を建設。管理は「長面浦海人」

2014. 12 長面浦にカキ共同処理場，再開

2014. 12
県漁協，殻付きカキをのネット販売の実証

実験開始，長面浦牡蠣も参加。

2015. １
県漁協，東京にカキ小屋オープン。唐桑，

長面浦，鳴瀬の殻付きカキを提供。

2015. ４ 長面浦に「ハマナスカフェ」オープン

2015. ９
北野神社（長面）の奉祝祭，夜神楽に300

人来訪。2011年も休まず仮設団地で継続。

2015. ９ 久須師神社（尾崎），修復工事完成

2016. ４
第２回，長面浦カキ祭り。「長面浦海人」

主催

2016. ５

被災農地（長面工区）が復旧して田植再開。

受託組織として「（株）宮城リスタ大川」

立ち上げ。

2016. ７ 八雲神社例祭で，神輿の海上渡御

※農地復旧の記事は「石巻かほく」紙による。

　２）漁業活動の復活

　2014年に，県栽培漁業協議会が震災後初のホ

シガレイの稚魚１万尾を長面浦に放流した。放

流後３～５年で，漁獲可能な40cm ほどに成長

する。県がホシガレイの放流を始めたのは1995

年で，震災で谷川浜の種苗施設が破壊したため

2013年からは渡波の県水産技術総合センターで

育成を再開した。

　また長面浦が数少ない産地の１つだった「焼

きハゼ」も，その技術をもつＳＴさん夫妻が「ス

ローフード宮城」から網の支援を受けて2011年

末に再開した。しかし震災後は業者が３件から

１件に減り，2013年には焼ハゼの価格が高騰し

て，例年の２倍以上の１連（10匹の束）1.5万

円の値をつけた。ＳＴさんの焼きハゼは，その

後，毎年12月に写真付きで報道されており（表

12からは省略），宮城の年末の風物詩となって

いる。

　３）担い手の減少と高齢化

　こうした復活の取り組みの一方で，2016年２

月の記事には，「以前100人以上いた漁師は減

り，漁業で生計を立てるのは15人にすぎない。

30代が１人，40代２人，他は60～70代」とのこ

とが記されている。

　４）農地の復旧

　長面浦の西側には水田が広がり，ここでは県

営の圃場整備事業が進行中で，その完工直前に

大地震と大津波に襲われた。農地のほとんどで

地盤沈下し，土砂と塩水が覆った。農地の復旧

工事は内陸側から海側に向けて進められ，最も

海側にあった長面の農地では，ようやく2016年

５月に本格的な田植が部分再開された。担い手

は，大川地区の受託組織として設立された農業

生産法人である。

　５）住民の心のよりどころ

　長面一帯は災害危険区域に指定されて居住で

きなくなり，住民は15km 離れた仮設住宅と自

力再建した住宅に散り散りに暮らしている。一

方で，長面・尾崎の神社は高台にあって浸水を

逃れた。そのため，北野神社（長面）の祭礼と

神楽は震災年も仮設団地の集会所で開催され，

八雲神社（長面），久須師神社（尾崎）の祭礼

も順次再開され，社殿等の修復も浄財を集めて

行われている。故郷への帰還が不能となる中

で，神社が現地に残ったことは，長面・尾崎住

民のつながりの維持のための重要な「よりどこ

ろ」になっている。
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　６）登場人物

　これら震災後の記事で証言者として登場した

人物を整理したのが表13である。震災前にも登

場していたのは，焼きハゼのＳＴさん夫妻，

ＯＳさん，短いインタビューで表に入れなかっ

たＳＫさんで，それ以外は初登場の人々である。

震災後は，新たに鈴木 SKe 氏が河北支所の運

営委員長になられ，またＯＳさんの息子ＯＨさ

んが，震災後に漁業に就業して，唯一の後継者

世代として記事に取り上げられている。その点

では，世代交代が促されたといえる。

　そのほか，番屋の建設とあわせて，尾崎の漁

業者を中心に「長面浦海人」という住民組織が

結成されて，新たな地域の運営主体となってい

ることは，少ない人的パワーを結集する仕組み

として注目される。

表13　震災後の水産関係記事と人物

掲載 氏名 齢 集落 紹 介 内 容

2011. 12 SKe 65 長面
支所運営委員長，長面漁港が優
先復旧港に選ばれて安心

2011. 12 ＳＴ 68 尾崎
焼きハゼ復活。「スローフード
宮城」が網を支援。父を津波で
失う。

2012. ９ ＨＹ 63 尾崎
14代続く家。ようやく水が引い
て重機が入り，家は更地に。

2014. ５
ＯＳ
ＯＨ

64 
32

尾崎

11龍神丸進水。震災で船２隻と
カキ筏８台を失い自宅も被災。
家族４人と20キロ離れた仮設住
宅で暮らす。
息子ＯＨさんが会社を辞めてカ
キ養殖に就業。

2014.11 ＳＴ 72 尾崎
焼きハゼ最盛期。震災で３件
あった生産者は１件に

2015. １ ＫＳ 61 尾崎
尾崎の自治会会長。久須師神社
修復。氏子が自治会費から300
万円を捻出。毎年６月に例大祭。

2015. ４ ＨＣ 56 尾崎 ハマナスカフェ代表

2015. ４
長面浦
海人

漁業者らでつくる一般社団法
人，代表はＯＨ氏

2016. ２ ＯＨ 34 尾崎
復興に役立ちたいと，震災後，
12年勤めた職場をやめて漁師に。

　長面浦は長い三陸海岸の中では見落としてし

まいそうな小さな水域であるが，２つの集落の

漁民が干拓計画に抗してカキ養殖を発展させる

とともに，漁業資源の開発に尽力し，伝統食材

やツーリズムでも知られるようになり，そんな

中で大津波による壊滅的被害をうけ，居住禁止

となり，漁民の数は激減した。しかしそんな中

でも，少数の漁業者が復旧を果たし，生業の再

生に取り組んでいる状況が把握された。そこで

次に，漁場利用と漁家の生業構造のより具体的

な姿について明らかにしたい。

Ⅳ．長面浦漁民の営漁状況

　本章では，長面・尾崎漁民の漁場利用と漁家

経営の変化と現況について，同地を管轄する宮

城県漁協河北町支所★６管内の基本情報を整理

し た 後，基 幹 漁 家（表12，13の SKe，SKn，

ＯＳ氏）への聞き取りによってその実相を整理

する。調査は2017年３月から18年２月にかけて

計７度の現地訪問と電話や手紙による補足調査

によって行った。以下，①支所の組織と漁場・

漁業の概況，②主産品の養殖カキの生産出荷，

③基幹漁民の証言による漁家経営の実相，④農

地所有と農業，⑤多種類生業の順に整理する。

１．支所管内の概況

　１）組合員

　組合員数の推移は図６のようであり，震災前

年に63人（戸）いた正組合員は震災直後の2010

年度末に半減して准組合員に移行した。正組合

員はその後も漸減して2017年９月には17となっ

ている。

　正組合員の資格「年間漁業従事日数90日以

上」で，長面・尾崎ではそれはカキ養殖または

刺し網を行使する漁民で，その構成は表14のよ

うである。

図６　組合員数の推移（年度末）
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表14　正組合員の主な漁業種目

 長面 尾崎

カキ養殖専業 4 3

カキ養殖＋刺網 1 2

刺網専業 7

　既掲の2013年漁業センサス（表２）と比べる

と，経営体数17は正組合員と同数である。また，

営んだ漁業種目では，カキ養殖が14，刺し網が

７経営体であったので，カキ養殖はそれより４

経営体少なく，刺し網は１経営体多いことにな

る。漁業センサスの対象となる個人漁業経営体

と漁協の正組合員の資格要件はやや異なる

が★７，いずれにしても生計に寄与する販売額

をもつ漁業者の数は，震災以後も減ってきてい

ることは確かである。

　他方，准組合員は，年１回お盆前に開口する

アサリ採取に参加する程度という。

　組合員数が減少した原因は，震災後の再建に

あたって継続をあきらめた組合員が多かったこ

とである。カキ養殖の再建には筏１台あたり資

材だけで50万円かかるといい，これは牡鹿半島

などに比べてかなり安い。しかし他に船や水揚

げの設備，フォークリフト，運送のトラックが

必要で，補助を受けても相当な出費となる。漁

民者の高齢化が進み（図４），2017年現在，養

殖漁家の年齢は80歳が最高齢で，60歳代は若い

ほうである。しかも集落は居住禁止で「通勤」

が強いられることになった。こうした諸条件

が，再建投資にふみきれずに引退を選ぶ組合員

の増加につながった。これは震災後の他産地と

共通の傾向といえる（高野，2013，2016）。

　２）組織

　支所の運営は運営委員会，資格審査委員会，

漁業権管理委員会によりおこなわれ，任期は３

年で，委員は長面・尾崎から平等になるよう選

ばれれる。運営委員長は，旧漁協の組合長にあ

たるが，正組合員の減少と高齢化もあって，震

災後は２度続けて養殖経験１・２年の新人が選

ばれている。

　支所の組合員が関係する部会はカキ養殖部会

と磯根部会がある。うち後者は活動休止状態に

あるが，現70代の組合員が30・40代の青年部の

頃には，カレイ，ヒラメ，クルマエビの増殖研

究を行って漁協の発表会で表象を受けた実績も

あったという。

　３）漁業権漁場と漁業種類

　支所管内の漁場は，区画漁場が長面浦内に２

つ，定着性水産生物を対象とする「共同１種」

が浦内と追波湾地先に１つずつ，固定式の網や

漁具を使用する「共同２種」が追波湾地先に設

定されて（図７），それぞれ行使できる漁業種

類と資格（表15）および操業期間と制限（表

16）が定められている★８。

　区画漁場が浦内を東西に折半する形で設定さ

れているのは，長面と尾崎両集落の漁場に分け

たもので，かつて別々に養殖組合が組織されて

いた時代からの歴史を引き継ぐものという。

　これらのうち実際にフル利用されているの

は，正組合員により行使されている長面浦のカ

キ養殖と，共同２種の「磯刺網」である。その

他の共同１種は震災後の行使者は僅少となり，

その実態は後掲の漁業者ヒアリングで述べる。

図７　河北町支所の漁業権漁場（Ceis Net）
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小型定置は今は行使者はなくなり，権利だけ確

保している状況という。

　４）震災被害

　震災被害の様相は表17のようであった。地上

にあった家屋や施設はすべて使用不能となっ

た。特に長面集落は跡形も残らない更地にな

り，尾根の背後にある尾崎集落は津波の直撃を

免れて建物はかなり残ったが宿泊はできない。

表17　河北支所の震災被害

河北支所 漁家ヒアリング

死亡組合員 長面３人、尾崎１人

長面ではカキ部会２

人死亡、尾崎は準会

員１

自宅全壊の

組合員

すべて全壊，災害危

険区域に指定され，

残った建物にも住め

ない。

浸水を免れたのは海

抜４ｍの２戸，８m

の１戸。

共同施設
支所事務所，共同作

業場みな全壊

カキ筏 奥の方は残った 100台中30台残る

被災後の居

住状況
仮設団地に入居

自力再建はカキ漁家

２，その他２。他は

仮設。

　また浦内に設置されていた100台のカキ筏の

うち７割が破壊し，浦奥にあった30台ほどが被

害を免れた。そのため，皆で瓦礫を撤去し，資

材を調達して2011年内に30台で養殖の再開を果

たした。翌2012年は60台，2013年からは震災前

と同数の100台に戻った。

　ところで，組合員以外も含む死者・行方不明

者は，市河北総合支所によると表18のようであ

り，長面から２km 内陸の釜谷は海のそばとい

う感じはなく，大きな被害を出した。一方，後

述のように追波湾の刺し網漁土が多い尾崎の人

的被害は小さかった。その結果，人的被害の割

合は海から離れるほど高くなった。

表18　震災の人的被害

2010国勢
調査人口

死者
行　方
不明者

死者･不
明者比率

尾崎 178 11 1 6.7

長面 506 81 22 20.4

釜谷 466 181 12 41.4

表15　漁業権の種類と行使資格（2013年９月更新）

漁場 漁業の名称 行使者の条件

区画
2201

2202
かき垂下式養殖業

（住所＊）

河北町

正組合

員

共同

１種

113

長面

浦

ほっきがい，かき，なまこ
長面

尾崎
組合員

家族
同上，潜水器使用 河北町

おおのがい，あさり，

はまぐり，いがい（しうり）

長面

尾崎

114

追波

湾

あわび，うに，ほっきがい，

こたまがい，なまこ，ほや

長面

尾崎
組合員

家族
同上，潜水器使用 河北町

はまぐり，たこ，いわのり，わ

かめ，こんぶ，ふのり，まつも

長面

尾崎

共同

２種
219

小型定置，

せん（かご,筒），磯刺網
河北町 組合員

※うばがい＝ほっきがい　　＊震災前の住所

表16　漁期と大きさの制限（2013年９月更新）

漁　場 漁　期 採取制限

うに 共１，114 ２－９月 ５cm以下

たこ 共１，114 ９－３月

なまこ 共１，113 １－12月

なまこ 共１，114 11－３月

ほや 共１，114 ４－10月

あさり 共１，113 ８－５月

あわび 共１，114 11－２月 ９cm以下

いがい 共１，113 １－12月 放卵期

うばがい 共１，113，114 ７－４月 ７cm以下

おおのがい 共１，113 ８－５月

かき 共１，113 ９－６月

こたまがい 共１，114 ８－５月

はまぐり 共１，113，114 ８－５月 ３cm以下

いわのり 共１，114 ３－５月

わかめ 共１，114 ５－８月

こんぶ 共１，114 ５－８月

ふのり 共１，114 ３－５月

まつも 共１，114 ３－５月

小型定置Ａ 共同２種

小型定置Ｂ 共同２種 ４－９月

かご，筒 共同２種

磯刺網 共同２種

※うばがい＝ほっきがい，いがい＝しゅうり
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　５）震災後の環境変化

　写真３でみたとおり，長面浦は外洋を隔てて

いた浜堤が大津波で破壊し，浦内に海水が流入

しやすくなるという環境の変化があった。その

影響を漁業者はどのように感じているのか。証

言によれば（表19），海水の通りがよくなった

ことでカキの育ちがさらに良くなり，出荷適期

も長くなって売り上げも増えるというプラスの

効果をもたらしているというのが，共通の認識

のようである。

表19　長面浦の環境の変化

SKe氏 SKn氏 ＯＳ氏

カキの育

ちへの影

響

海水の通りが

良くなり、環

境は全般に改

善。

・ 震災後の方が断然

育ちがいい。

・ 例年３月で抱卵状

態になるのが５～

６月になってもな

らない。だから年

中出荷できる。

カキは震災

後の方が売

上多い。

生物相の

変化

外洋の昆布，

ホヤ，カキが

付着するよう

になった。エ

ビ・ギンポが

いなくなった。

タコやカニが入って

くるように。昆布が

付着するようにな

り，それを商売に替

えればいいが，現在

のところ，カキ収穫

にとって邪魔。

津波で浦底

の泥が流さ

れて入口が

広がり，浦

内にアマモ

が増えた。

地盤沈下

の影響

確かに深くなっ

た。その後沈

下は戻ってき

てて岸壁が高

くなった。

　その一方で，外洋の生物が浦に入り込むよう

になり，カキ殻に外洋生物の幼生が付着して除

去に手間がかかるということも指摘された。

　また，万石浦では筏設置場所に大きな影響が

出た地盤沈下の影響（高野，2016）については，

特段の認識は聞かれなかった。これは感潮ライ

ンぎりぎりの水深で種ガキ抑制棚やアサリ漁場

に利用している万石浦と，水深５m以上で養殖

がおこなわれる長面浦の違いといえるのだろう。

２．養殖カキの生産と出荷

　１）共販量・額

　養殖カキは長面浦の代表的生産物で，河北町

支所の共販品は養殖カキだけである。その量・

額は表20のように推移してきた。震災前は生カ

キを出荷していたが，震災で共同処理施設が全

壊してカキ剥き作業ができなくなったため，殻

付カキだけの出荷となった。処理施設は2014年

３月に再建・稼働して生カキ出荷が再開し，

2014年度の出荷額は震災前の水準を上回った。

震災後は，殻付カキの出荷額が増加した。これ

は殻付の人気が高まったこと，剥き子の確保が

難しくなったことの事情によるという。

表20　カキ共販量・額の推移

 （単位：kg, 千円，円／ kg）

生産
者数

むき身カキ 殻 付 カ キ

量 金額 単価 量 金額 単価

2007 19 20,964 25,274 1,206

2008 18 17,101 19,116 1,118

2009 18 31,709 37,204 1,173

2010 17 12,849 16,900 1,315

2011 15 37,415 4,024 108

2012 15 115,610 13,039 113

2013 15 102,880 11,597 113

2014 12 13,324 15,025 1,128 142,355 16,756 118

2015 12 15,670 17,003 1,085 76,960 12,021 156

2016 10 15,956 16,850 1,056 64,126 9,078 142

　殻付カキはの値決めは「入札」ではなく，支

所と業者の相対取引きで「事業所販売」と呼ん

でいる。震災後に始まり，人気が高く，仙台や

東京の業者に高値で買われていく★９。

　一方，この間の生産者数は減少しており，そ

の結果，１人あたりの販売額は2014年から急上

昇して，震災前の水準を上回るようになってい

る（図８）のは注目すべきことである。

図８　生産者数と生産者１人あたり販売額
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　２）カキ養殖のスケジュール

　長面浦のカキ養殖の標準的なスケジュールは

以下のようであり，県内他産地と同様である：

　・２ ～３月 … 自家の作業場で種ガキ（入荷

１月）が付着したホタテ原盤をロープに

適度の間隔に挟みこみ，浦内の筏に運ん

で垂下。

※ 種ガキは30年来の取引のある万石浦の漁家

から漁協支所を通してまとめて購入する。

　・７月 … 温湯処理でシューリ貝等を除去

　・11～３月 … 生カキ出荷★10

　・４月 … 加熱用カキ出荷

　・６月 … 殻付きカキ出荷

　３）カキ養殖筏

　長面浦で使用されているカキ筏は，写真２で

観察されたような20数ｍのサイズのものである

が，支所での入手資料によると，正確には28m

×5.5m の独自規格のものである（図９）。この

規格にしたのは20年以上も前のことで，それま

での浮き樽４列から１列増やして大きくした。

垂下の深さは６ｍと決められているが（図９），

長面浦の水深は尾崎側の区画で５mほど，長面

側の区画では10m以上あり，長面のほうが長め

に垂下できるという。

　４）筏の設置ルール

　１漁家が保有できる筏の数は20台までと定め

ており，2017年の養殖漁家10戸の保有台数は，

長面が７，７，４，４，２台，尾崎が20，17，

12，10，７台で，尾崎のほうが多い。

　筏の設置場所は，養殖漁家が多かった時代に

は３年に１度，抽選による「瀬割り」を行って

決めていたという。これは，場所により水深，

海水の流れる速さ，岸からの距離，淡水流入条

件など微妙な違いがカキの生育に影響するため

であり，また何よりも当時は漁家数が多くて１

戸あたり２・３台がせいぜいで，筏の移動も楽

であったためである。

　その後，漁家数の減少とともに１戸あたりの

台数も増え，また漁業者の高齢化もあって筏の

移動も手間になったことから，尾崎では20年以

上前に「瀬割り」はやめた。一方，小規模なカ

キ漁家が多かった長面では震災前まで行ってい

たが，震災後は漁家数が減少したこともあって

行っていないという。

　実際，河北地区の「営んだ」漁業種目別のカ

キ養殖経営体数の推移を漁業センサスでみる

と，1978年74，83年70，88年30，そして表２に

示したように93年32，98年34，2003年23と推移

図９　長面浦のカキ筏の規格（漁協支所資料）
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してきた。すなわち「20年以上前」の90年代に

は盛期から半減していたことが確認できる。

　長面の漁民の中には今も移動の原則を主張す

る人もいるが，一方で長面の区画には空きが見

られるようになって，尾崎で経営拡大を考える

漁家からは空き区画に設置する動きも現れてい

る。

　いずれにしても，浦の利用ルールは漁家数の

減少とともに規制が緩和される傾向をたどって

きた。そして震災後のさらなる減少をうけて，

尾崎・長面の区画を合体させようという考えも

聞かれるとのことで，近い将来，大きな変化が

生じようとしているように思われる。

３．漁家経営種目の実相

　１）カキ養殖

　カキ養殖の仕組みは前節の通りであるが，作

業や経営の細部に関して基幹漁家から知り得た

ことのうち，興味深かい点を補いたい。

・種ガキ原盤の切断 … 種ガキを垂下ロープに

挟みこむ際，種ガキのついたホタテ原盤を稚貝

の個数がそれぞれの漁家が適正と考える個数に

なるように切断する。ＯＨ家では７・８個にな

るように切段する。カッターや丸ノコで切る人

もいる。これは稚貝が多すぎると重くて引き上

げるのも大変で，個数が多いと１個体あたりの

育ち方が悪くなる。種ガキの切断・調整は長面

浦カキの他産地とは異なる特色である。ＯＨ家

では，震災後は個数調整をより徹底するように

なり，２～６月の作業期間には住めなくなった

自宅の作業場に毎日通ってこの作業を続けると

いう。

・カキ剥き作業 … 共同処理場内に１戸あたり

２人ほどの作業スペースが割り当てられてい

る。夫婦，息子，嫁さんの家族従事が基本だが，

家族に従事者がいない場合は雇用する。台数の

多い漁家では，スペースを有料で借りて剥き子

を雇用して作業する。

・生カキの出荷 … かつては支所でプールされ

たカキを不透明ポリ容器につめて出荷したの

で，水増しもできた。韓国産カキの混入が問題

になった2002年以降はトレーサビリティ対策

で，ワンウェイの透明10kg 容器に処理場と個

人名を付して出し，それが入札にかかるので，

ごまかしがきかず，良いカキが正当に評価され

るようになった。

・１本あたり，１台あたりの出荷額 … 垂下

ロープ１本でむき身カキ１～２kg。収穫が遅

いほど重くなる。1台あたり350～400本。キロ

単価は2,000円程度。結果，1台あたり約100万

円の計算になる。

・殻付きカキの出荷 … 入札ではなく，漁協支

所に各地から発注が来ると，その情報が各漁家

に知らされて，対応できる漁家が籠（万丈）単

位で出荷する。

・殻付きカキの人気 … 震災後，長面浦に残存

したカキを求めて「松島さかな市場」の業者が

買い付けに来たのをきっかけに，長面浦のカキ

の品質の良さが知れ渡るようになった。各地の

カキ小屋やカキバー等の飲食店で「殻付きカ

キ」自体の需要が高まってきたのに加えて，長

面浦カキが認知されるようになった。長面浦産

は震災前から入札価格も高めだったが，生産量

が少ないために認知が広がらなかった。しかし

震災を機に「ブランド」として認知されるよう

になった。

・内海のカキの品質 … 波浪が立たない長面浦

のカキは成長が早く，身が柔らかく，粒が揃っ

ており，カキの殻の形が整っていることから，

市場で高値で取引されるようになった。内湾で

育ったカキは殻が薄く，早く焼けるためカキ小

屋といった飲食店では客の回転が速くなるので

市場にて高値で取引される理由となっている。

　２）長面浦内の共同漁業権

　河北町支所管内ではカキ養殖以外にも表15・

16に示したような水産生物に対して漁業権が設

定されている。これらは2013年９月の漁業権一

斉更新に際して従前のものを継続したものであ

る。その操業実態を漁業者ヒアリングにより把

握した。

・漁区入札 … 長面浦内の共同漁業権の対象資

源のうち，最も経済的に寄与するのは天然の岩

ガキで，外洋からの水路に多いほか，浦内の各

所に育つ。そのほか竹筒を仕掛けてとるウナギ
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やアナゴ，籠によるカニ漁も行われ，採捕物は

共販外で，主として自家消費用である。それら

の資源採取のため，浦の沿岸を９つの区画に分

けて毎年競争入札で区画の利用者が決められ

る。2017年度の落札者は６人で，落札額は８万

円ほどという。落札者には表15・16の定める範

囲内で，落札区画での水産資源の採取が許され

る。漁業者が減った今は水揚げの無いものが多

い。

　落札者は15km 離れた自宅から通ってもやり

たいというくらい「楽しみ」で漁を行う人で，

基幹漁家ＯＨ家も2017年度は２か所落札してい

る。

・アサリ … お盆前の１回だけ開口され，組合

員とその家族が参加できる。これは帰省してく

る親戚の人々の楽しみのためで，自家消費用で

ある。採捕は干潮時に水深50cm くらいになっ

た状態で始め，手作業で行う。震災後は仮設住

宅に移った人々の交流機会となる大事な行事と

なっている。

　３）追波湾での共同漁業権漁業　

・刺し網 … 春先のシラウオから始まり，カレ

イ，ヒラメ，ハゼ，秋サケが主要な漁獲対象。

ホシガレイは１尾１万円の値をつけることもあ

る。

・秋サケ … 水揚金額が最も期待できるのは秋

サケで，川に遡上する前に追波湾地先で馴化中

のものを海底に固定した刺し網で漁獲する。９

～11月の３ケ月で養殖カキと同等の水揚額があ

る。獲ったサケはトラックで石巻市場に出荷す

る。

・ハゼ … ハゼは「焼きハゼ」に用いられ，焼

いていぶす加工施設が必要であるため，長面集

落の少数の人が行ってきた。2015年１月の地元

新聞の記事によれば，焼きハゼを手掛ける漁家

は震災前は３件あったが，震災後はＳＴさん夫

婦だけになった★11。

・ウニ … 漁場は雄勝町との境界にある「走ケ

崎」の沿岸で，行使料６万円を払った組合員が

参加の権利を得る。震災後は行使者が減り，

2017年度は尾崎の２名だけである。採捕期間は

６月末から８月末，採捕は海底に籠を沈めてお

く方法により，籠の個数は１戸あたり10個まで

と決めている。

　なお，以上の証言の信頼度が高いことは「漁

港港勢調査」の陸揚種目でも確認することがで

きる（表21）。

表21 「漁港港勢」（2008）の長面港の陸揚量

陸揚量t 陸揚量t

刺し網 110.2 かご漁業 2.1

さけ類 91.4 うに類 1.3

ひらめ 8.7 ヒラツメカニ 0.8

かれい類 2.9 採貝 2.9

にしん 2.9 天然カキ 2.6

しらうお 1.8 あさり類 0.3

はぜ 1.6 その他漁業＊２ 2.3

その他＊１ 0.9 養殖カキ 115.2

＊１：すずき0.5，あいなめ0.2　　＊２：うなぎ，はも，えび類

４．所有農地と復旧

　長面浦の漁民は農地を所有して農業経営もそ

の生業に含んでいることは，既に漁業・農業セ

ンサスと新聞記事整理の箇所でも述べた。本節

では農地と受託組織の現況について，河北総合

支所農業振興係での聞き取りと収集資料によっ

て述べる。

　１）農地の被災と復旧

　長面浦の西側に広がる水田は1998年度から県

の区画整理（経営体育成基盤整備事業）が進め

られており，その完工間近にして津波被害を受

けることとなった。河北総合支所農業振興係で

のヒアリングによれば，長面・尾崎両集落の

人々の所有農地は復旧計画の「長面工区」

240ha（図10）に含まれ，その多くを占めると

いう★12。

　復旧工事は2012年度から復興交付金を活用し

て水路や排水機場とあわせて始められ，2016年

５月に70ha で田植えが再開された（図の「長

面2016」）。東半分の「長面2020」は海抜０mに

近いため，排水機場を完成させた後の2020年度

の再開を目ざして工事が進行中である。「町裏」

と「谷地中」は隣接集落の農地である。

　表22は同係から入手した面積別の農地所有者
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数であるが，各階級の中央値と人数から総面積

を推計すると約143ha となる★13。一方，農業セ

ンサス（2005）による総農家ベースの経営耕地

総面積をみると長面103.2ha，尾崎38.8ha の計

142ha で，他に耕作放棄地がそれぞれ9.75ha，

2.0ha ある。さらに土地持ち非農家の農地の分

も考えあわせると，長面・尾崎の人々の農地は

長面工区の３分の２程度と類推される★14。ま

た表22の所有耕地面積の分布は，既出の農業セ

ンサスの経営耕地面積別販売農家数（表７）と

大差はなく，長面集落のほうがやや零細な所有

規模の家が多い。

　２）作付けの再開と耕作受託組織

　長面・尾崎の人々は家と農業機械をすべて

失って15km離れた仮設団地に移ったことから，

復旧農地の耕作は震災後に設立された２つの受

託組織「株・宮城リスタ大川」と「農事組合法

人みのり」に個別契約で委託している。図９の

「みのり」と記した部分20.3ha が「みのり」，

その他が「宮城リスタ大川」の受託農地である。

両組織の概要は表23の通りで，いずれも地元の

基幹農家が震災後に復旧交付金を受給する必要

から法人化した組織である。こうした農地が長

面浦の漁家の生業構成においてどれほどの意義

があるのかについては，次章の２項で述べるこ

とにする。

表23　復旧農地の受託組織

宮城リスタ大川
株式会社

みのり
農事組合法人

設立 2013年５月 2013年４月

メンバー ９人（大川） ３人（旧北上町）

代表 大槻幹夫（75）

経緯

被災した大川地区の 

農業を再生するため，

20～70代の地元出身者

が集まる。

転作組合のメンバー。 

交付金を利用する 

ために法人化

事業

内容

コメとキクの２本柱で， 

2014年春から出荷

水稲，野菜， 

作業受託

復興交付金で施設９棟

を建て，年54万本の 

キクを計画

2013年22ha作付け

典拠 石巻かほく（2014. 01. 01） 斉藤（2014）

宮城県担い手育成総合支援協議会（2016），斉藤（2014）

Ⅴ．多種生業の意味：ＯＨ氏の証言から

　以上のように，長面浦漁家にかかわる生業

は，養殖業と多彩な漁業種類に加えて，自家農

業，雇われ兼業と幅広い。ここでは章を改めて

その意味について，環境知，経営リスク，「楽

しみ」，そして２集落間の違いからという点か

ら考えてみたい。

　１）豊富な環境知とリスク分散

　基幹漁家ＯＨ氏へのヒアリングで印象的だっ

たことは，操業の安定性とリスクを考えて多彩

な種目を組み合わせていることである。ＯＨ氏

は震災後に就漁した後継者と２人でカキ養殖と

刺し網を営んでいるが，投下労働量に対して最

も収益性が良いのは９～11月の秋サケの刺網漁

図10　長面工区農地の再開年　

　　　（河北総合支所農業振興係）

表22　所有面積別の農地所有者数

長　面 尾の崎

人 ％ 人 ％

3.0ha以上 3 3.1 0.0

2.0～3.0 10 10.2 4 9.5

1.0～2.0 14 14.3 13 31.0

0.5～1.0 41 41.8 14 33.3

0.1～0.5 28 28.6 10 23.8

0.1ha未満 2 2.0 1 2.4

所有者数合計 98 100.0 42 100.0
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であるという。しかしサケは回遊数が年ごとに

大きく変動し，特に2017年は例年にない不漁

だった。一方で養殖カキは１年を通じて作業が

あり，その点では不効率ともいえるが，自然に

左右される刺し網に対して，収量は安定してお

り，養殖カキと秋サケを柱にするのが長年の経

験を経て最良と考えるに至ったという。

　また刺し網漁においても，秋サケが不漁の場

合は，真冬以外ほぼ年中獲れるカレイ・ヒラメ

に力を入れ，それに季節で変わるシラウオ，ス

ズキ，ニシンを組み合わせる。かつてはイサダ

漁やホッキガイ貝桁漁も行ったこともあるが，

成績不十分だったために長期間行っておらず，

ホッキガイはかなり資源量があるのではないか

とみている。ＯＨ家ではこれらの漁にあわせ

て，何種類もの編目の刺し網，筒，籠，マンガ

（鋤簾）などの漁具を所有している。

　こうした操業種目の判断は，長年の経験の蓄

積による環境知があって身に着くもので，今後

後継者にも時間をかけて伝えていくとのことで

あった。

　カキ剥きシーズンの２月，ＯＨ氏は３時に

15km 離れた自宅を出て長面浦の自宅作業場に

向かい，前に係留してある漁船で追波湾地先の

刺し網の網起こしを行う。その後長面浦に帰還

して養殖カキを収穫し，昼前までカキ剥き作業

を行う。昼食休憩後，午後は自宅作業場で種ガ

キの挟みこみ作業を夕方まで行って帰宅する，

というのがこの時期の１日の仕事の流れであ

る。その中で，翌日に低気圧による波浪が予報

されている場合は，その前に網揚げを済ませる

ようにするため，天気には常に注意して，24時

間体制で動けるようにしている。まさに「海が

好き」「漁が好き」でないと務まらないとのこ

とであった。

　２）「半農半漁」の実相

　長面・尾崎の漁家のほとんどは農地も所有し

ており，その点で「半農半漁」と呼ばれてきた。

しかし漁家ヒアリングからは，農地の多くは水

田で集約的利用とはいえず，自家耕作もしてお

らず，労力配分も収益配分も農漁「半々」とい

うことではない。

　ＯＨ家では８反歩の農地を所有しているが，

先代の死後は全面委託して，自家による農作業

は行っていない。これに宮城県東部の平均収量

（2012年，10a 当り8.9俵），１俵当り平均価格

を12,000円，平均小作料を8,000円とみて収益

を計算すると，約28万５千円になり★15，数100

万円の収益になるカキ養殖とは比べるべくもな

い。

　他の正組合員漁家もＯＨ家と類似していると

いい，農業よりも漁業が「好き」で，漁業に重

点を置いてきた人々である。しかも震災で残っ

ていた農業機械もすべて失い，復旧した田は受

託組織に全面委託している。その意味で，決し

て半々という意味の「半農半漁」ではない。し

かし自家飯米を確保でき，また自家菜園を元の

屋敷地に残して移転先の家から耕作に通う家族

もいるという点では，家計を安定させて生業と

暮らしを豊かにしてくれる資産として，自家農

地の意義は決して小さいということはないとも

いえる。またその上に，雇用就業も行っている

家族員もいるのであり，こうした「農漁兼営」

を含む多就業構造が，長面浦の漁家世帯の基本

的な生業構造であるといえる。

　３）長面・尾崎の違い

　現地ヒアリングを通して，「長面の人，尾の

崎の人」という言い方を度々耳にした。大縮尺

地図でみると浦の北端に連なる一つの集落にみ

えるが，小縮尺でみると水路を隔てて分離した

集落であり，異なるコミュニティーを形成して

きたことが，こうした呼び方の背後にある。立

地環境も，背後に広い農地が開けた長面と，外

洋を隔てる岬の尾根を背にした尾崎では確かに

様子も異なる。尾根の背後の外洋側にある長面

漁港も尾崎の持ち分のようにも見える。

　そのため，長面と尾崎には生業の組み合わせ

に違いがあり，外洋に近い尾崎の人々は長面浦

だけでなく追波湾の刺し網漁を重要な生業とし

ており，漁業依存度が高い漁家が多かった。他

方，長面集落では浦内での養殖に農業と通勤兼

業を組み合わせて，漁業依存度はそれほど高く

ない漁家が多かった。何よりも1990年代までは

漁家数が多くて（表２，３），養殖規模の拡大
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が無理であった。両集落のこうした立地的背景

の差異が，今日の正組合員の構成の違い（表

14）につながっているといえ，また外海とのか

かわりの濃淡が，震災時の両集落の人的被害

（表18）にも表れた可能性が高いといえる。

Ⅵ．少数精鋭漁村への可能性

　本研究では，北上川河口の小さな内海・長面

浦のほとりに暮らしてきた漁民の環境利用と生

業構造について，2011大震災後の状況に関心を

おきつつ，既知情報の整理と実地調査によって

知り得た事実を記してきた。本章ではそれらの

内容をふまえて，長面浦の生業の持続可能性に

ついて考察して結びにかえたい。

　１）後継者

　震災後の漁業者数の減少と高齢化は図４で確

認し，また新聞記事（Ⅲ章２節３項）にも記さ

れた通りである。この記事にあった「30代」は

震災後に就漁した基幹漁家ＯＨ家の後継者であ

り，「40代２人」はやもり基幹漁家２家の後継

者で，現在は勤めのかたわらで世帯主の養殖作

業を手伝いながら自家漁業の継承することが現

地ヒアリングで確かめられた。

　さらにＯＨ氏によれば，他にも週末だけ養殖

を手伝いに来る後継者と，2017年から先代の漁

場を継承してカキ養殖を始めた50代の後継者が

いること，さらに復旧工事の仕事がなくなれば

着業を考える後継者も出てくるのではないかと

のことであった。

　これらの後継者は，父や親戚，他家の先輩漁

業者について技術を習得することが必須であ

り，就労日数や仕事ぶりの熱心さが支所の資格

審査委員会で正組合員としての資格が認められ

て，自立した養殖や刺し網の権利を継承するこ

とになる。

　漁業者の減少によって，漁場には余裕が出て

おり，その分，環境資源をフル活用すれば１戸

あたりの生産量は従来より増やすことが可能で

あることは，ＯＨ家が実証している。ＯＨ氏は

「６人（戸）でフル活用すれば全体としての生

産量は維持できる」とみている。それは，多数

の小漁業者によるいわば「多数利用」型とは異

なる「少数精鋭型」漁村の姿といえるだろう。

　２）長面浦と追波湾

　またこの「少数精鋭」による存立を可能にし

ているのは，この場所が内海の長面浦と外洋の

追波湾の接点にあって，両方の恵みが利用でき

る絶妙な立地にあるためといえる。ＯＨ家が代

表例であるように，長面浦漁民の生業は浦内で

完結するものではなく，外洋や隣接地の環境を

組み合わせた複数の機会によって可能になって

いるといえる。

　３）ブランド化

　「少数精鋭型」でもなくても，生業を持続し

ていく上では，生産物の価値を高める工夫が欠

かせない。幸いにも，それまで生産量が少なく

て認知度が低かった長面浦カキは，震災後に質

の良さが知られるようになって狭いながらも固

定的な販路を獲得した。量が限られること，す

なわち「希少性」を逆手にとった「ニッチ」的

な市場の確保という戦略は，少数精鋭型漁村の

持続に寄与する条件となろう。

４）体験交流

　震災前，長面浦の交流施設は元漁協組合長夫

人が個人で運営する漁家レストラン「のんびり

村」だけだったが，震災後は地元有志による地

域づくり組織「長面浦海人」が結成され，週末

だけではあるが「カフェ」がオープンして貴重

な交流拠点の機能を果たすようになった。ここ

に復旧ボランティアを契機とした支援団体も連

携して，内海（長面浦），外洋（追波湾），海浜，

山林，農地と，多彩な環境がコンパクトに集ま

る地域条件を活用した教育体験型の交流プラン

が提案されている。当地は災害危険地で宿泊で

きないという難点を抱えているが，季節のカキ

祭りやアサリ採り，そして震災体験そのものも

含めた多彩な資源があり，その有効活用の可能

性が潜在しているといえる。それを可能にする

のは少数の漁業者では難しく，地域マネジメン

トのノウハウをもつ外部人材の支援が必要であ

るように思われる。
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＜注＞

★１：CiNii 検索では16件リストされ（2018年１月），

うち11件が震災前で，海岸工学，災害科学系の水文

に関するものと水産学のカキの生態や斃死に関する

ものである。震災後の５件では，水文特性の変化１

件，文化財住宅に関するもの１件，被災地ルポ１件，

そして漁業復興に言及したものが２件ある（竹内，

2013；大沼ほか，2014）。この２件も被災後の地域状

況を述べる中で漁業の復旧に言及したものであるが，

漁場利用や漁家経営に関する資料を示しての議論は

含まれていない。他に「大川小 ･ 中同窓生有志編」に

よる「オリオンの311の星」と題する web site に，塩

田や漁業を含む長面地区の郷土史が豊富な旧地形図

付きで紹介されている。

★２：経営耕地面積10a 以上または年間農産物販売額10

万円以上

★３：耕地及び耕作放棄地を５a以上所有している世帯

★４：昭和35年ごろ，秋田県八郎潟の干拓が進んでい

た食糧増産時代に長面浦も事業主体となって干拓話

が持ち上がった。当時は海から遮断して半分を水田

に，もう半分を用水池にする計画だった。干拓中止

が町議会で議決されたのは昭和45年。

★５：カキ養殖は広島県で元和元年（1615年）ごろに

始まったとされている。垂下式養殖法が開発された

のは大正12年。宮城の生産量は広島に次いで２位。

★６：旧河北町漁協は1949年，大川村漁協として発足し，

2007年の宮城県漁協への合併によりその支所になっ

た。管内で海面漁業を行うのは長面・尾崎２集落のみ。

★７：漁業センサスの対象となる漁業経営体は「過去

１年間に利潤又は生活の資を得るために生産物を販

売することを目的として海面において水産動植物の

採捕又は養殖の事業を行った世帯又は事業所をいう。

ただし過去１年間における漁業の海上作業従事日数

が30日未満の個人経営体は除く」（2013，漁業センサ

ス「利用者のために」）である。すなわち，漁協正組

合員の「年間漁業従事日数90日以上」のほうがやや

厳しい。

★８：住所要件については，2013年９月の免許更新に

際して，「震災後に一時的に当該地区外に避難してい

る者も当該地区に居住しているものとみなす」とい

う趣旨の変更が加えられた。2017年末現在，一時避

難の組合員は仮設住宅から本設の復興団地に転じて

おり，次回の更新時に実態にあわせた再改訂が必要

になると思われる。

★９：殻付きの人気の高まりには，2014年から始めら

れた産総研と県漁協によるインターネット取引き事

業「おらほのカキ市場」に唐桑，鳴瀬と並んで，河

北町支所の「長面浦牡蠣」も参加し，市場価格の倍

の値段で取引されたことも寄与している（産総研 ･ 宮

城県漁協，2017）。

★10：生食用カキの出荷期間は，県が９月末から３月

末までと定めており，その期間内で放卵後の身入り

（１個体７g以上）や貝毒の有無を海域ごとに調査し，

県と漁協が協議して決めている。2016・17年の終了

日は，売上げ増のため試行的に5月末までに延長された。

★11：「河北新報」2015年１月５日付け

★12：他に大川地区内の隣接集落（谷地中，町裏）と

対岸の北上地区の農民の所有地がある。

★13：3ha以上は5haで計算

★14：土地持ち非農家の所有耕地面積は2010年センサ

スで把握でき，長面20.6ha，尾崎7.75ha である。な

お同センサスの経営耕地面積は尾崎が秘匿扱いで，

長面76.7haと減少している。

★15：80a×8.9俵×（12,000－8,000円）＝284,800円

＜引用文献・web＞（出版年順）

河北町誌編纂委員会『河北町誌』（1976）

高野岳彦（2013）：津波被災からの沿岸漁業復興の

現状と課題　　広田湾漁協での調査から．地域

構想学研究教育報告，４，１～21

竹内昌義（2013）：通い漁業のゆくえ　　石巻市河

北町長面浦の漁業復興を目指して．建築雑誌，

128－1650, ２～３

大沼正寛 ･ 庄子雪菜 ･ 森渉斗 ･ 星翔太朗 ･ 尾形章

（2014）：陸前地方の文化的復興と天然スレート

民家その４：石巻市河北町長面浦の漁業再生と

その課題．日本建築学会東北支部研究報告集（計

画系）77，125～128

斉藤由理子（2014）：大震災からの農業復興におけ

る農業者の組織化・法人化．農林金融，2014－3，

148～160

高野岳彦（2016）：万石浦の漁場利用形態と震災前

後の変化　　被災カキ産地の早期復旧を支えた

里海の秘密を探る（2）．地域構想学研究教育報

告，７，41～54

宮城県担い手育成総合支援協議会（2016）：みやぎ

の農業法人，2016

東北文化研究所紀要　第50号　2018年12月 63



長面浦の漁場利用と漁家経営の復興　　少数精鋭漁村への展望　　

産業技術総合研究所 ･ 宮城県漁協（2017）：宮城県

養殖牡蠣直販のための「おらほのカキ市場」　　

電子商取引システムの構築と試行」

　（https://www.fsraj.org/fsraj/wp-con tent/

uploads/2017/03/2-7-1.pdf）

大川小･中同窓生有志編：「オリオンの311の星」

　（http://www.orion311.com/index.html）

64


